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訂 正 

「ヒートアイランド監視報告（平成 20 年－東海地方）」（平成 21 年 5 月 29 日公表）に誤りがあ

りましたので訂正します。 
（訂正内容）表 4.1「大都市および中小都市における気温の上昇率」（P.23） 
中小都市の日最高気温、日最低気温の変化量（単位 ℃/100 年） 
（誤）日最高気温 +0.8、日最低気温 +1.5 
（正）日最高気温 +0.9、日最低気温 +1.8 

 なお、気象庁ホームページ掲載資料については、平成 21 年 12 月 10 日に訂正しました。 
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